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世田谷区立障害者福祉施設（世田谷福祉作業所分場）の指定管理者候補者の選定について 

 

 

(付議の要旨) 

令和６年４月からの世田谷区立障害者福祉施設（世田谷福祉作業所分場）の指定管理者の候

補者の選定方法について審議し、下記のとおり選定を行っていく。 

 

１．主旨 

世田谷区立障害者福祉施設が令和６年４月より１施設追加されることになったため、当該

施設における指定管理者制度適用の効果等を検証し、世田谷区立障害者福祉施設条例（以下

「条例」という。）に基づき、令和６年４月からの指定管理者の候補者の選定方法について審

議し、選定を行っていく。 

 

２．指定管理者制度を適用する施設 

施 設 名 所 在 地 実施事業 

世田谷区立世田谷福祉作業所

分場 

世田谷区下馬二丁目

31 番 15 号 

就労継続支援Ｂ型（定員１５名） 

 

  ＜周辺図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世田谷福祉作業所分場設置の経過等】 

① 令和２年３月まで、世田谷福祉作業所は現在の旧管理棟に隣接していた都営住宅１階部

分を活用して運営していた。 
② 令和２年４月、世田谷福祉作業所は現在の位置（建設工事後の都営住宅１階及び２階部

分）に移転して運営を開始した。同作業所の管理棟だった部分はそのまま残った。 
③ 世田谷福祉作業所分場（以下「分場」）は、現在、世田谷福祉作業所（以下「本園」）の

旧管理棟として、指定管理者がカフェ等の運営を行いながら、一体的に管理している。 
④ 分場に本園で実施している就労継続支援Ｂ型事業の一部を移行させることで、本園での

生活介護事業の定員増員を図るため、令和５年第１回区議会定例会において分場を設置

するための一部条例を改正済み。 
 

 

 

本園（世田谷福祉作業所） 
分場（旧管理棟） 
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（参考） 

①  
 

 

② ③ 

 

 

④ 

 
 

（参考）改正に伴う本園及び分場の定員           （単位：人） 

障害福祉サービス 

改正前 改正後 

定員 

（本園のみ） 
定員 

内訳 

本園 分場 

生活介護 １５ ２０ ２０ － 

就労移行支援  ６  ６  ６ － 

就労継続支援Ｂ型 ４５ ４５ ３０ １５ 

計 ６６ ７１ ５６ １５ 

 

３．指定期間 

令和６年４月１日～令和９年３月３１日の３年間 

※ 今後も、本園と分場を一体的な管理、運営とするため、本園の指定期間である令和４

年４月１日～令和９年３月３１日と終期を合わせる。 

 

４．選定体制 

（１）選定委員会の設置 

世田谷区立障害者福祉施設指定管理者選定委員会設置要綱に基づき選定委員会を設置

し、選定する。 

（２）選定委員会の所掌及び構成 

分場として位置付ける旧管理棟を一体的に管理、運営している本園の指定管理に係る

中間評価、指定管理者候補者選定方法等を審議し、指定管理者の候補者を選定する。選定

に係る経過及び結果について報告書を作成し、速やかに区長に報告する。構成は、以下の

とおり、学識経験者を含む外部委員５名と、区職員２名とする。 

氏 名 役 職 ・ 所 属 等 

◎石渡 和実 東洋英和女学院大学名誉教授 

佐藤 繭美 法政大学現代福祉学部教授 

 岩部 啓子 知的障害者相談員経験者 

 三井 美和子 身体障害者相談員経験者 

 石井 啓 社会福祉法人嬉泉理事長 

須藤 剛志 障害福祉部長 

濵田 隆行 北沢総合支所保健福祉センター保健福祉課長  

都営住宅（建設中） 都営住宅 管理棟 

  
世田谷福祉作業所 

都営住宅（建設中） 管理棟 

世田谷福祉作業所

カフェとして活用 

世田谷福祉作業所が管理所

        都営住宅 管理棟 

分場として運営 

就労継続支援 B 型 
世田谷福祉作業所 
※生活介護の定員増 
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※「◎」は委員長 

 

５．指定管理者制度適用の理由 

本園と一体的な管理、運営とすることにより、指定管理者による創意工夫や柔軟な発想に

よるサービス提供が可能となるとともに、本園と分場の双方で実施する就労継続支援Ｂ型

事業の事業効果を高めることができるため、指定管理者制度を適用する。 

 

６．指定管理者候補者の選定方法等 

（１）選定方法 

選定委員会における審議結果等をふまえ、公募によらず、適格性審査にて候補者を選定

する。 

① 候補者名 

社会福祉法人武蔵野会 

② 適格性審査を適用する理由 

世田谷区指定管理者制度運用に係るガイドライン「複合施設で、既に指定管理者制度

導入施設があり、それ以外の施設でも導入する予定の場合であって、既存施設と新規施

設の一体的な管理運営が必要な場合（特別の事情（オ）その他、公募によらない合理的

な理由がある場合）」を適用し、適格性審査による選定を実施する。 
【具体的な理由】 

① 分場で実施する就労継続支援Ｂ型事業においては、本園で実施する同事業と一

体的な運営により、個々の利用者の障害特性に配慮し、自主性の向上につなが

る支援を行うことができ、今後も効果的なサービス提供が期待できる旨の評価

が選定委員会においてあった。 
② 現在、本園及び分場に位置付ける旧管理棟において施設維持・管理が一体的に

行われており、職員の勤務体制・内容等が障害者総合支援法の定めに則って一

元的に良好な管理がなされている。 
③ 障害者施設では職員と利用者・家族の信頼関係維持が大変重要である。 
④ 本園では、他事業者との連携による、利用者の高齢化・重度化に応じた支援や、

地域他団体との共同開発による商品開発等、地域との連携に積極的に取り組ん

でいる。また、業務マニュアルの見直しによる業務の標準化や法人全体による

職務基準書・人事考課制度の見直し等、業務改善にも積極的に取り組まれてい

る。 
（２）選定基準 

  条例第１４条第３項で定める以下の基準に基づく。 

①障害福祉サービスに係る事業を十分に行う能力及び実績を有していること。 

②施設の効用を最大限に発揮させることができること。 

③施設の管理を効率的かつ安定的に行う能力を有していること。 

（３）審査・評価項目 

「事業運営」や「支援方針」、「作業活動」、「権利擁護」など３４項目を審査項目とし、

そのうち１３項目を重点項目に設定し、事業計画書等の提出を求め評価を行う。 

 

７．今後のスケジュール（予定） 

令和５年５月    福祉保健常任委員会報告（選定方法） 

本園指定管理者向け説明会（適格性審査対象施設） 
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    ５月～９月 選定期間（適格性審査） 

    ６月    世田谷福祉作業所分場化改修工事開始 

   １１月    福祉保健常任委員会報告（選定結果） 

          第４回区議会定例会（指定管理者、指定期間等の提案） 

   １２月    改修工事完了 

令和６年４月 １日 指定管理者による分場の管理、運営及び分場での就労継続支援Ｂ型

事業開始 
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《参考：本園の指定管理の状況等》 

 

１ 指定期間と指定管理者 

５年間（令和４年４月１日～令和９年３月３１日） 
社会福祉法人武蔵野会（所在地：八王子市旭町１２番４号日本生命八王子ビル２階 ２０１） 

 
２ 現在の本園の指定管理者に関する選定委員会による評価 

令和５年４月１４日の選定委員会において、選定委員による本園の指定管理者の評価を実

施した。令和元年度～令和３年度のモニタリングの評価結果に加えて、現指定期間中に実施し

た第三者評価結果、利用者アンケートの結果なども踏まえ、運営状況が「良好」であるという

評価を得られた。 

評価分類 評価結果説明 

【個別評価】 

１．施設の維持管理 仕様書等に従い、設備の保守管理や衛生管理等、適正な維

持管理を行っている。 
２．施設の運営 地域の団体との協働による商品開発や、管理棟の喫茶スペ

ースの運営を通じて、地域との交流や、障害理解の促進を

図っている。 
３．事故や緊急時等への対

応 

送迎車両に防災用無線機を導入するなど、利用者の安全確

保に向けた取組みを進めている。 
４．サービス向上の取組み 相談支援事業所や介護保険事業所、行政機関等との連携に

より、利用者の高齢化、重度化に応じた支援を行っている。 
５．収支状況 収支面については、指定管理料の適正な予算執行に向け、

経費の効率化を図り、効果的な運営が行われている。また、

金銭管理についても適正に行われている。 
６．改善の取組み 第三者評価等による指導や調整内容等について適切な改

善に努めている。 
【総合評価】 

世田谷福祉作業所においては、運営面において全ての項目において要求水準を満たし

ており、かつ、他事業所との連携による利用者の高齢化・重度化に応じた支援や、地域

団体との共同開発による商品開発等、地域との連携を積極的に行っている点に加え、令

和 2 年 4 月の事業所の移転に際して、保護者や利用者への丁寧な説明等万全の準備や、

移転後も安定運営を図っている実績が評価できる。更に喫茶スペースの運営等により、

これまでも、今後分場として位置付ける予定の管理棟施設を積極的に活用している実績

がある。 

また、現指定管理期間中に第三者評価を受審した結果を踏まえて、業務マニュアルの

見直しによる業務の標準化や、法人全体による職務基準書・人事考課制度の見直しを図

るなど業務改善にも積極的に取り組んでいる。 

これらの実績により、分場と本園を併せた一体的運営においてもこれまでの実績を生

かした効果的な運営が期待できるとともに、施設の運営根拠である障害者総合支援法に

おいて、分場の運営に関する要件として、「利用申込みに係る調整、職員に対する技術指

導等が一体的に行われていること」や「職員の勤務体制、勤務内容等が一元的に管理さ

れていること」、「主たる事業所と従たる事業所間の会計が一元的に管理されているこ

5



 
と」等が定められていることを踏まえ、世田谷福祉作業所分場の指定管理者については、

本園の指定管理者の適格性審査による選定が望ましい。 

【実績評価の反映】 

「世田谷区指定管理者制度運用に係るガイドライン」では、評価の次期選定への反映

として、施設所管による区の評価（指定管理期間開始年度から指定管理期間満了の前々

年度までの全年度分）及び選定委員会の評価結果を、指定管理期間満了の前年度に、期

間内の評価結果として取りまとめ、次期選定に際して現指定管理者が応募した場合、そ

れまでの管理運営の実績を加点・減点評価として選定評価に反映できることとなってい

るが、今回は新たな施設の指定管理者を選定するため、実績の評価は行わないこととす

る。 
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